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KaバンドWINDS衛星電波干渉計システムにより得られた位相変動の解析
Ka-band Data Analysis of Phase Variation from WINDS Satellite Signals Interferometer
System
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高速インターネット衛星WINDSは Kaバンドの周波数帯を利用している。Kaバンドの信号は波長が短いため、降雨
や気象の影響を強く受ける。よって、我々はWINDS衛星が送信している通信波や熱雑音電波を受信する干渉計システ
ムを構築し、WINDS衛星電波の降雨や気象による影響の測定と研究を行っている。干渉計システムでは、二つのアン
テナでWINDS衛星電波を受信し、相関処理を行っている。VLBI のフリンジストッピング技術を応用し、相関の位相変
動を求めることができた。この位相変動の原因を解明するために、温度や大気圧などの気象変化と比較することで解析
を行った。そして、WINDS衛星電波の気象による影響、対流圏伝搬について考察を行った。
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